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四国物部川流域の上部白亜系に関する新知見

甲藤次郎(元所員高知大学)田代正

之(高知大学)香西

武(大栃小学校)

1はじめに

秩父黒帯の物部川流域の大板付近には上部白亜系

(ギリヤｰク統～浦河統)の永瀬層及び楮佐古層(甲藤･須

鎗1956)が分布するが本文では特に椿佐古層(浦河

統)の産出化石を中心に新知見を述べる.

検討した化石は筆者らの一人香西カミ物部村大栃小学

校へ勤務のかたわら同校生徒の地質クラブ員の協力を

得て大板付近の白亜系から採集した多数の動物化石に

さらに甲藤･田代の採集化石を加えて検討しまた野外

での再検討を行った結果である.

本文の要旨は楮佐古層中に西南日本では極めてめ

ずらしい軟体動物化石の豊富なギリヤｰク統上部階の

海成ファウナの存在カミ確認されるとともにさらに椿佐

古層の地質時代がより明確と在りまたその他興味ある

諸事実が判明した.

本稿を草するにあたって現地まで御見労頂きアン

写真1イノセラムスその他の貝化石を多産する構佐古層

(楮佐古川下流)

モナイトおよびイノセラムス類の鑑定ならびに懇切なる

御助言を頂いた九州大学名誉教授松本達郎博士に心より

お礼申し上げるとともに熱心に化石採集をされた大栃

小学校地質クラブの皆さんならびに本研究のために種

種便宜を計って下さった小松敏男大栃小学校校長はじ

め同校職員の方々に厚く御礼申し上げます.

2秩父黒帯の白亜系と楮佐古層の関係

西南日本の秩父黒帯には連続性のよい下部白亜系を

中心にした堆積岩類が九州から四国を経て紀伊半島

へと帯状に分布し一部は赤石山地までのびている.

一方上部白亜系は九州では欠除しているカミ(宮地層を

のぞく)四国と紀伊半島には断続的ではあるが上部白亜

系の分布が知られ東部(徳島県･紀伊半島)ほどより上

位の白亜系(ヘトナィ統)カミ分布している(鳥屋城層･立

江層)現在までの知識ではこれらの上部白亜系と下

部白亜系の関係は不整合があるいは断層関係で接して

いる.

今回の調査地域の高知県物部村大板付近では秩父帯

化帯の下部白亜系は下位より領石層･袖ノ木屑(下部

物部川層群)･目比原層(上部物部川層群)に分けられそ

れぞれ礫岩･砂岩･泥岩勝ちのリズミカル杜堆積輪廻を

繰り返し出現するがそれに対し中帯の上部白亜系(外

和泉層群)の永瀬層と椿佐古層は比較的単調な砂岩及び

頁岩から在り下部白亜系とはやや異存った堆積環境下

にあったと思われる･永瀬層と椿佐古層の関係は整

合的に砂岩優勢な前者が頁岩優勢な後者へと漸移する

関係にあり北側の楮佐古層は北側の下部白亜系とは断

層関係で接し南側の永瀬層は中帯のジュラ系嶋巣統)

と断層関係で接している(甲藤･須鎗1956).

甲藤･須鎗(1956)によって上･中･下部層に層序区

分されている構佐古層は下記のような地層から底る

下部鰯:やや砂岩優勢な砂岩･黒色シルト岩～頁岩の

大まか放互層で砂岩は下半部ほど厚く粗粒である.

下部の砂岩からP姉｡加go〃αsp.,最上部の砂岩から

大型アンモナイトのCψω鮒α5sp･や肋0鮒舳〃3sp

等が出る.層厚約70m.�
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図1

調査地域の位置と周

辺の地質図(地質図は

甲藤･須鎗1956による)

C:高松

K:高知

M:松山

丁:徳轟

R:調査地域の位置を示

す

D:永瀬ダム

J:構佐古

N:永瀬

O:大栃

S:松床

MO:物部川

1:構佐古層

2:永瀬層

3:萩野層

4:目比原層上部層

5:目比原層下部層

6:袖ノ木屑

7:鳥巣層群

8:いわゆる“三宝山層

群"

9:四万十帯

10:構佐古層化石産地

中部鰯:細粒～中粒の暗色砂岩と黒色シルト岩～頁岩

の互層を主としており頁岩は凝灰質な部分が下半分に

みられる.上半部では次第に黒色頁岩が優勢になる.

基底部より約5mの位置より上位に層厚約1mの数

層の酸性凝灰岩層がありさらに約30m上位に薄いレ

ンズ状の礫岩あるいは含礫泥岩が挾まれる.構佐古層

で最も化石に富むのはこの中部層であり特に基底

部付近の黒色頁岩～細粒砂岩には肋0鮒α刎ωん0ろθ娩η一

5ク∫をはじめ多くの二枚貝･アンモナイトや巻貝および

一部から生痕化石がでるこの化石層の約4m上位で

凝灰岩層の下位の黒色頁岩中には肋06㈹舳5Cfr.

αωψ刎伽63が密集している.含礫泥岩からは小型の

カキ貝化石が得られる｡また上部の黒色頁岩には厚さ

約30･mのイノセラムスの密集層が発達する.層厚約

��

上部層:黒色頁岩優勢荏砂岩頁岩互層から次第に砂岩

優勢な互層となり上部にはかなり厚い砂岩層が重なる.

頁岩優勢た互層中の頁岩から肋0鮒舳刎ノ砂0伽ω

をはじめ数種のイノセラムス･アンモナイトを産する.

層厚約80m

3楮佐古層の地質時代

椿佐古層の各化石層から得た化石の中で主要なもの

を表1に示す.

これらの化石の中で下部層最上部の大型アンモナイ

トCψω閉伽sp･はこの部分がギリヤｰク世前期の

後半(セノマニアン上部)であることを示している.

中部層の基底部の肋0鮒α刎伽ん0ろ6腕η5あ帯には

肋0鮒舳洲畝ω脇･･1二{ろ"㈱みなどの他にRo刎伽{･

写真2構佐古層産の1ゐ｡脇5召㈹5Nム船Oand

MムTSU皿0TO�
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表1楮佐古煽の主要化石

Ro閉伽{鮒伽sp..M

8ω1〃伽∫cfr.刎肋02舳ゐ.M

Oo〃伽･桃舳5cfr.ω･o伽舳..M

Lα舳“fτ.ψ伽勿幽〃〃ω.M

8"ろ珍｢50勿06ツ61〃3sp..M

"350φω20∫ξωsp..M

G伽みツ鮒伽Asp..M

G伽み〃俳ωBsp..U

0ωみツ6〃ωCsp..U

ハ0匁〃励06〃伽Cfr.舳加舳分α肋閉.U

C"伽606脈ωsp..L

〃刎ろ｡伽7刎sp..M

1伽63閉榊刎柳伽肋{.M

肋㏄8閉刎刎ゐ｡ろ3娩榊ゐ.M

1伽6〃舳伽｡fr.必鮒伽必.M

1伽σ3閉刎伽sp..M

伽｡鮒舳伽sp..L

肋063閉伽刎"刎"尾刎召伽づ5.U

1物06脈"伽伽ゴψ0〃伽51.U

肋06κ"刎刎脇03刎ゐ.U

肋068閉榊刎伽ω刎舳〃.U

1伽〃"刎刎｡fれωωψ伽刎55.M

λ加｡加go〃ω舳肋1o∫α1.M

1セ3κ0'r紅0初εαsp...L

Zoφゐ"sp..M

αツ6榊3rゐ｡缶.ω刎α尼舳刎ゐ..M

C〃"卿5sp.a乱C.切刎鮒〃.M

五か物価〃"ωゐ.M

肋舳5腕ω〃伽sp..M

助6閉｡ゐ〃舳刎"尾棚伽ゐ.M

P肋〃〃肋5(?)sp..M

Z6o少んツ比05.L

L:下部層M:中部層U:上部層

6θ閉∫sp.･86"〃伽3cfL榊妨0θ郷な荏どのアンモナイ

ト類Aμ0切g0〃α舳ゐZ0∫α･G妙η刎〃M刎"肋閉5み

などが多くイノセラムスの殻に付着するλ肋肋初一

切zαθηみなどの二枚貝･サメの窟･ウニの殻･巻貝など

もある.生痕化石Zoψ砂60∫がみられるのは興味深

い.イノセラムスが示す地質時代はギリヤｰク世後期

の中期(テュロニアン中部)である.

この肋｡鮒舳伽ん｡肋5θ郷な帯のすぐ上位のエ｡fL

刎ωψ伽刎ぬ帯の化石は五Cfr･〃洲功伽〃5ゐのみでま

だその他の化石を得ていないが地質時代は浦河世前

期の前半(コニアシアン下部)を示している.

上部層の肋0鮒㈱鮒ノ砂0伽郷を産する所からは

肋｡鮒α伽3舳α肋36刎{∫･工620伽{∫･11伽舳α舳{だ

とのイノセラムスの他にP0肋妙6ん06〃α3CfL5泌一

μ〃閉切刎･G伽3び6θ7伽spP.だとのアンモナイト化

石がでる肋06伽伽り砂0肋刎は模式種(岩手県久

滋層群産;Nム眺｡anaMムTUmT01939,M畑sU皿0T0and

U㎜ム1962)よりは天草地方の姫浦層群産のものに近く

肋0鮒α伽M伽肋閉5みと肋0鮒α舳∫ゴψ0〃{6〃5が共

存している事から判断しておそらく天草の姫浦層灘の

下部層上部に対比されるようでありその時代は浦河

世後期(サントニアン)である.

以上述べた軟体動物化石により決定した地質時代をま

とめると楮佐古層下部層の上部の砂岩から上部層中

部の黒色頁岩までの層厚約130mの範囲内にギリヤｰ

ク世後期の後半(サントニアン中部)までが存在すること

が明らかになった.また下位の永瀬層の上部からは

下部ギリヤｰク統中部のアンモナイトMα肋肋ぴα∫sP.

を得ているので椿佐古層下部層の下半部ギリヤｰク統

上部の範囲内にあると思われる.猪佐古層の上部層上

部の砂岩からはまだ化石を得てい在いがこの部分に

浦河世後期の後半からあるいはヘトナイ世前期(サン

トニアン上部～カンバニアン下部)の可能性がある.

徳島県や紀伊半島の秩父黒帯には立江層･鳥屋城層

などのヘトナイ統カミ知られているのでもし本地域にそ

の部分が存在するとすれば椿佐古層上部層の上部の砂

岩層がそれに対比できるかも知れないが立江層や鳥

屋城層にみられる肋0鮒舳伽36ん〃〃帯(下部ヘトナイ

統最上部)まで存在するかどうかは疑問である.

格佐古層がかたりの長い地質時代(ギリヤｰク世前期の

後半～下部ヘトナイ世前期?)を経過しているにもかかわら

ずその堆積物の厚さが大変薄くわすか200mに満た

ない.またその間に野外で観察するかぎりでは下部

から上部まで堆積学的にはギャップは認められない.

特に下部層最上部の砂岩(カンバニアン上部)からそのわ

ずか3m上位の肋06舳伽5ん06碗舳お帯(テュロニアン

中部)の間は堆積学的に全く連続しているとみられる

部分でありテュロニアン下部に相当するファウナが見

つからず同様にその肋06伽舳5ん0脇閉ぬ帯のわ

ずか2m上位の肋0鮒α舳3㈹ψ刎伽ゐ帯(コニアシア

ン下部)の間に本邦ではエゾ層灘･大野川層群などで

はよく発達する1ω鮒舳ω脇肋舳北帯(テュロニァン

下部)が未発見である.

4他地域の白亜系との比較考察

西南日本において構佐古層のようにセノマニアン上

部からサントニアンまでが連続して観察できる地域は少�
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なく大分県の大野川層灘(テュロニプン～サントニプン

中音[)(寺岡1970)四国四万十帯の宇和島層群(テュロ

ニァン～カンパニァン下部)(棚部1972)があるくらいで

ありこのうち大野川層群の肋0鮒α伽5ん0脇閉ぬ帯

には椿佐古層中部層にみられるような豊富な軟体動物

ファウナはなく1η06舳伽5ん0ろ碗伽{5他数種の二枚

貝･アンモナイトがリストされているのみである.

宇和島層灘では肋0鮒α伽Mωψ刎伽な帝とその上

位の軟体動物化石は四万十帯の中では異常衣ほど多産

することで知られているカミここではテュロニアンのフ

ァウナは貧弱で数個の二枚貝･アンモナイトのリスト

カミある程度である.高知県の四万十帯化帯の須崎層中

には最近放散虫化石から下部白亜紀～上部白亜紀まで

カミ存在することカミ次第に明らかにされつつある(中世古

ら1979).しかし須崎層からは一部下部白亜紀の

二枚貝･アンモナイトの報告カミあるくらいで殆んど大

型化石を産せず構佐古層との対比はできない.

楮佐古層中部層に対比できるテュロニアン中部のファ

ウナが認められる地域の1つとして九州の御船層群上

部層(松本1939:田村･間代1966)があげられるが御

船層群のこの部分は殆んど陸成堆積物の赤紫色岩か礫

岩で化石としては淡水産の二枚貝や巻貝･植物化石

がわずかに知られている程度である.同じく中部層に

対比されるものとして徳島県の櫛淵層紀伊半島の金

谷層･上松原層･三山層などがあげられるがいずれも

椿佐古層に匹敵する豊富なファウナの報告はない.

テュロニァン上部の軟体動物化石を多産する所として

は北海道の三笠地方の三笠砂岩層(ボンベツ川や柱沢ダ

ム付近)がある.北海道での軟体動物化石はアンモ

ナイト類･イノセラムスを除げば楮佐古層産のものと

はかなり異なっており北海道に多いAμ0r06肋α

がω助Zα伽･Yα〃α(y･加κ6ZZα)α伽伽α･酌〃ろ0ん0Zα

sp.ルτθ8肋αsp.L砂玄050Z3ηcf工.プ砂0η北ω'H8施プ0玄"g0η{ω

3泌0ηα伽などが楮佐古ではみられず同属の五μ0切g･

○肋･G妙似舳桃は種を異にしている.

以上いろいろの未解決な問題はまだ残されているカミ

現段階では新事実をもとに考察した.

5むすび

(1)高知県物部村大板付近に分布する秩父黒帯中帯の外

和泉層群椿佐古層の地質時代はギリヤｰク世前期

の後半から浦河世中期に至る一連の堆積物であり

最上部は下部ヘトナイ統下部?まで至る可能性が

ある.

(2)構佐古層中部にみられるギリヤｰク世後期の中期に

みられる軟体動物ファウナは多数の動物種から構

成されている点で西南日本では他に例がなく極

めてめずらしく貴重な発見である.

(3)同ファウナの特徴は北海道の同時代にみられるも

のとは二枚貝の構成が異なっており興味深い.堆

積環境の違いによるのかあるいは地域的な違いに

よるのかについては今後の課題としたい.

(4)猪佐古層の全層厚200mの連続した堆積層の中にセ

ノマニアン上部からサントニアンあるいはカンパ

ニアン下部までの長大な時間経過が記録される化石

群カミ存在することは極めて特異な現象であり今後

さらに地質的に再検討を要する.

(5)その中でも特に椿佐古層中部層にみられるテュロ

ニァン上部とテュロニアン下部の化石群の欠除は何

を意味するのか今後に残された大きな課題の1つ

である.
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